
マテリアリティごとの2030年のありたい姿

マテリアリティ 施策 施策概要 2030年のありたい姿

共通事項

教育・人材育成と風土づくり
研修、セミナー等を通じ、働く人々に必要な知識・
技能を提供し、業務に活かすとともに、自ら学ぶ 
風土をつくる

働く人々が必要な知識・技能を自ら効果的に 
習得し、パフォーマンスの向上が継続している

情報開示と対話の充実
コーポレート・ガバナンスコード、気候変動対応 
（スコープ3、第三者保証）、人権対応、生物多様
性など、社会的要請への対応を強化する

顧客、関係省庁、地域住民、投資家などのス
テークホルダーからの高い評価を得て、企業価
値の最大化が図れている

資源循環型社会の形成／ 
社会リスク・環境リスクを 
低減する製品・サービスの 
拡充

新技術の開発支援
事業成長に向けた新規技術開発と事業化推進
とその基盤づくりを進める

新技術開発と事業化により、競争力の高い事
業を通じて収益貢献・社会貢献を実現している

開発企画力の強化
事業会社を超えた、技術開発企画力を有した 
人材を育成し、事業会社間連携の強化を図る

事業会社間、社外との連携ができる人材の活
躍により、グループ全体として効果的な技術開
発が推進できている

気候変動対応 脱炭素と事業活動の両立
気候変動対応に関わるCO2削減計画の実行と 
グループ横断施策の導入による実行性向上を 
図る

気候変動対応などの環境側面における社会課
題と事業課題の解決の両立が図られ、持続的
な事業活動となっている

環境保全 事業活動に関わる実行力の強化 現場改善・リスク対策を推進する
事業所での環境・安全衛生のリスクが最小化さ
れている

労働安全衛生の確保 事業活動に関わる実行力の強化 現場改善・リスク対策を推進する
事業所での環境・安全衛生のリスクが最小化さ
れている

人的資本の強化

多様な人材採用強化と定着率向上
DOWAグループ全体での採用競争力の強化、
キャリア採用によるコア人材採用の強化、エン
ゲージメント向上を図る

必要な人材を確保し、女性、障がい者、シニア
層などの幅広い人材が定着して働いている

働きやすい環境づくり
働き方、価値観の変化に対応する制度の見直し、
ダイバーシティの推進、働きやすい環境づくりを 
進める

個性と能力を最大限に発揮できる就労環境を 
確保し、社員に「働き続けたい」と思われている

働く意欲、やりがいづくり
DXの活用により適材適所につなげるほか、健康
経営の推進、ワークライフバランスの確保、エン
ゲージメントの向上を進める

社員が健康でそれぞれの生活を充実させ、働く
人々が活き活きと仕事をし、グループの発展に 
向けてそれぞれが貢献している

人権の尊重 人権対応の本格化
人権に対する体制・制度を整備し、モニタリングを
通じて働く人々の人権課題を踏まえた、適切な 
対応を行う

DOWAグループの企業活動に関係するすべて
の人々の人権が守られている

コーポレート・ガバナンスの 
強化／ 
リスクマネジメントの推進

企業としての内部統制体制の確立
Ⅳ線ディフェンス体制のもと、各線でのチェック 
体制の仕組みを構築し、運用する

第Ⅰ線から第Ⅳ線それぞれの階層での統制役割
を十分に果たし、高いレベルでのガバナンスが
遂行されている

ワークフローの整備、デジタル化・ 
電子文書保存

電子ワークフローによる迅速かつ適切な情報 
共有体制を構築するとともに、デジタル化・電子
文書保存体制による、確実な情報記録・保管 
体制を構築する

内部統制上必要な情報が適切かつ効果的に
共有・記録・保存されている

品質保証の強化 品質保証体制の再構築
各種規定・品質マネジメント体制の整備により、 
モニタリングができる体制を構築する

品質保証活動全般にわたり、実行監視の体制
が整い、実効的にリスク統制が図られている

データ利活用の推進
既存技術・業務の改革推進と  
セキュリティ強化

IT技術、データ利活用の推進により、ものづくりを
変革するとともにセキュリティ強化を推進する

安全なセキュリティ体制のもと、AI等デジタル技
術を通じたデータの利活用により省人化、無人
化が進むとともに、高度な操業・業務管理を実
現している
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